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　令和４年第２回五木村議会定例会が６月８日と９日に開催され、「報告２件」、「専決処分の承
認１件」、「条例の一部改正等３件」、「補正予算３件」又、「財産処分2件」が追加され、合計９
議案を可決。

いつきちゃん商品券など
コロナ対策事業決定

こんなことが
決まりました

６ 月
定例会

〇報告第１号
繰越明許費
議会費 タブレット導入事業 473万8千円
総務費 五木源パークフェンス災害復旧事業

社会保障・税番号制度システム整備事業
地籍調査事業

358万6千円
211万2千円
5,978万円

民生費 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業 740万円
農林水産業費 農業委員会タブレット購入事業

西谷地区かんがい排水施設整備事業
作業道改良事業

12万円
2,622万円
328万5千円

土木費 単独災害復旧事業 100万円
災害復旧費 林道入鴨線道路災害復旧事業

村道白岩戸線災害復旧事業外3件
村道土会平線道路災害復旧事業外15件

386万円
4,302万6千円

3億8,156万4千円
繰越明許費　総額 5億3,669万1千円

村道白岩戸線（災害復旧）

被災直後 倒木撤去後 被災直後 倒木撤去後

村道下梶原線（災害復旧）

村道番立線（災害復旧）
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〇報告第２号
事故繰越
災害復旧費 入鴨地区農地災害復旧事業

村道入鴨線道路災害復旧事業外6件
元井谷河川災害復旧事業

250万8千円
5,622万4千円
2,125万2千円

事故繰越　総額 7,998万4千円

〇承認第3号
令和４年度　五木村一般会計補正予算（第2号）
熊本県町村会負担金（ウクライナの人たちへの人道支援として） 50万円

〇議案第36号
五木村分担金徴収条例の一部改正　
（地区簡易給水施設整備負担金　5万4千円/世帯　→　5万円/世帯へ改正など）

〇議案第37号
五木村地区簡易給水施設整備管理条例の一部改正　
　修理等に要する1世帯の経費が5万円を超え、その経費を当該地区に負担させることが
好ましくないと村長が認めた場合は、その超えた額を村が負担することができるなど改
正。

〇議案第38号
熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更　
加盟団体の「小国町外一ケ町公立病院組合」が「小国郷公立病院組合」への名称変更。

村道入鴨線（災害復旧） 元井谷河川（災害復旧）
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〇議案第42・43号（追加議案）
財産処分について　
村有林の処分　2件

〇議案第41号
五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）　
補正額　280万円　補正後総額　7,361万3千円

〇議案第39号
五木村一般会計補正予算（第3号）　
補正額　7,601万円　補正後総額　36億2,385万4千円
　　主な歳出
　　　　新型コロナワクチン予防接種関連　　125万7千円（衛生費）
　　　　いつきちゃん商品券関連（コロナ対策）　1,619万2千円（商工費）　など
　　主な歳入
　　　　新型コロナウイルス感染症対応地方創成臨時交付金（国庫支出金）4,862万8千円

　　など

〇議案第40号
五木村国民健康保険特別会計補正予算（第1号）　
補正額　△187万8千円　補正後総額　1億6,354万7千円

北平団地

新型コロナワクチン接種会場 いつきちゃん商品券

平野団地
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―　第２回定例会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果

承認
第３号

専決処分の承認を求めることについて（令和4年度五木村一
般会計補正予算（第2号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

全員賛成
議案
第36号 五木村分担金徴収条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第37号 五木村地区簡易給水施設管理条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第38号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第39号 令和４年度五木村一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第40号 令和４年度五木村国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第41号 令和４年度五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第42号 財産の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第43号 財産の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

―　第４回臨時会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果

承認
第1号

専決処分の承認を求めることについて
（五木村税条例等の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

全員賛成
承認
第２号

専決処分の承認を求めることについて
（五木村国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

全員賛成
議案
第33号

工事請負契約の締結について
（五木村デジタル防災行政無線個別受信機設置工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第34号

工事請負契約の締結について
（林道日当線災害復旧工事（2号箇所）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第35号 令和４年度五木村一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

　令和４年５月９日、令和４年第４回五木村議会臨時会を開会。
　令和４年度五木村一般会計予算に85万８千円を追加し、総額35億4,734万４千円と、
その他にも専決処分案件２件、工事請負契約締結案件２件が上程された。
　工事請負契約の内訳は、五木村デジタル防災行政無線戸別受信機設置工事に１億5,950
万円。林道日当線災害復旧工事に9,424万８千円であった。すべての議案について全会
一致で可決した。

五木村デジタル防災行政無線戸別受信機
設置工事に １億5,950万円

第４回
臨時会
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ダ
ム
問
題
に
つ
い
て

12
年
前
、
ダ
ム
を
白
紙
す

る
と
表
明
し
た
知
事
が
先

般
の
災
害
で
再
び
ダ
ム
が
復
活
す

る
と
、
知
事
と
し
て
の
見
通
し
の

甘
さ
、
責
任
の
軽
さ
を
感
じ
る
。

最
近
国
、
県
が
一
体
と
な
っ
て
穴

あ
き
ダ
ム
建
設
を
目
指
し
て
積
極

的
に
動
き
、
各
地
で
説
明
会
や
公

聴
会
を
開
き
、
2
名
の
村
民
の
方

が
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
。「
我
々
は

親
の
代
か
ら
苦
し
め
ら
れ
、
こ
れ

か
ら
も
続
く
の
か
。
な
ぜ
下
流
域

の
た
め
に
、
五
木
村
民
が
肩
代
わ

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。」

と
強
く
訴
え
ら
れ
た
。
私
は
胸
が

痛
く
な
っ
た
。
又
、
流
水
型
ダ
ム

で
は
観
光
振
興
の
た
め
に
な
ら
な

い
と
も
述
べ
ら
れ
た
。
村
長
は
ど

う
思
わ
れ
た
か
。

県
知
事
と
し
て
判
断
の
ぶ

れ
、
あ
と
流
域
の
皆
さ
ん
方
の
い

ろ
ん
な
思
い
に
つ
い
て
、
重
々
考

え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
聴
会
で

の
村
民
の
意
見
は
私
も
胸
が
痛
く

な
っ
た
。

五
木
ダ
ム
に
つ
い
て

4
月
は
河
川
整
備
に
関
す

る
説
明
会
、6
月
は
知
事
も
出
席

し
て
の
五
木
村
振
興
の
方
向
性
に

つ
い
て
の
説
明
会
が
頭
地
、宮
園
の

2
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。特
に
宮

園
地
区
で
は
、川
辺
川
の
流
水
型
ダ

ム
よ
り
五
木
村
民
の
安
全
安
心
を

守
る
た
め
、先
人
達
か
ら
切
望
し
て

い
た
五
木
ダ
ム
を
早
く
造
っ
て
ほ
し

い
と
多
く
の
方
が
強
く
訴
え
ら
れ

た
。こ
れ
は
住
民
の
切
な
る
願
い
で

あ
り
、既
に
水
没
者
の
方
も
移
転
さ

れ
、工
事
用
道
路
、橋
も
完
成
し
て

い
る
。村
長
は
国
、県
へ
の
働
き
か

け
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

当
然
竹
の
川
上
流
域
に
は

五
木
ダ
ム
は
必
要
で
あ
り
、
川
辺

川
ダ
ム
建
設
促
進
協
議
会
で
も
要

望
に
入
れ
込
ん
で
い
る
。

今
回
、
県
が
示
し
た
村
の

振
興
の
方
向
性
に
つ
い
て

こ
れ
は
絵
に
描
い
た
餅
に

過
ぎ
な
い
。村
民
が
将
来
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
生
活
が
出
来
る
産
業

基
盤
や
教
育・福
祉
の
充
実
を
基
本

と
し
て
村
民
の
希
望
が
持
て
る
も

の
で
な
け
れ
ば
と
思
う
。課
長
は
県

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、先
頭
に

立
っ
て
物
事
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

昨
年
来
た
ば

か
り
で
、
コ
ロ
ナ
等
も
あ
り
、
村

民
と
十
分
意
見
交
換
が
で
き
て
い

な
い
。
こ
れ
か
ら
座
談
会
等
で
皆

さ
ん
の
考
え
を
お
聞
き
し
な
が
ら

振
興
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

日
本
一
と
言
わ
れ
る
流

水
型
ダ
ム
を
研
修
し
て

福
井
県
池
田
町
に
建
設
中

の
穴
あ
き
ダ
ム（
令
和
8
年
完
成
予

定
）を
研
修
し
て
き
た
。川
辺
川
ダ

ム
と
比
較
に
な
ら
な
い
小
さ
な
規

模
で
、本
村
で
言
う
な
ら
平
沢
津
の

谷
や
梶
原
川
、折
立
川
、小
鶴
方
面

の
谷
川
等
へ
穴
あ
き
ダ
ム
を
造
れ

ば
川
辺
川
ダ
ム
は
半
分
の
規
模
に

縮
小
す
る
と
、東
小
跡
地
を
は
じ
め

久
領
、高
野
、田
口
の
土
地
も
利
活

用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。又
、池

田
町
当
局
の
話
で
は
穴
あ
き
ダ
ム

は
環
境
的
に
良
く
な
い
、賛
成
で
は

な
い
、止
め
た
ほ
う
が
良
い
と
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。私
共
は
こ
れ
ら

を
聞
き
、あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討

し
、将
来
に
悔
い
の
な
い
対
策
を
講

ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
も
環
境
的
に
大
変
危

惧
さ
れ
て
い
た
。
国
と
か
環
境
評

価
の
中
で
五
木
村
に
対
す
る
影
響

を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
そ
の
対
策

を
や
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
、
川
辺

川
本
流
に
砂
利
と
か
流
木
を
出
さ

な
い
よ
う
に
砂
防
等
を
国
・
県
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

穴あきダムは将来村のために
なるか疑問
木下村長　五木村に対する影響をしっかり対策を
やってもらう

村政
を
問う
一般質問

西村 久徳 議員

村
長

村
長

村
長

ダ
ム
対
策
課
長

質
問

足羽川ダム視察
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流
水
型
ダ
ム
建
設
を
同
意

を
し
て
い
な
い
中
で
も
本
村
の
振

興
対
策
を
秋
頃
ま
で
県
は
ま
と
め

る
と
村
長
は
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。

県
は
、
本
村
の
振
興
計
画

を
秋
頃
ま
で
に
ま
と
め
る
考
え
で

あ
る
が
、
当
然
議
会
に
も
説
明
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

県
が
示
す
今
後
の
振
興
策

で
な
く
、
本
村
は
明
日
か
ら
で
も

各
種
の
振
興
事
業
を
村
長
が
行
う

考
え
が
あ
る
の
か
。

当
然
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
り
、
令
和
4
年
度
「
ふ
る
さ
と

五
木
村
づ
く
り
計
画
」
を
も
と
に

村
内
各
地
区
を
回
り
、
話
を
伺
っ

て
振
興
策
を
作
成
す
る
。

流水型ダム建設と本村の振興は
セットではない
木下村長　流水型ダム建設と本村の振興は分ける

村政
を
問う
一般質問

流
水
型
ダ
ム
問
題
に

つ
い
て国

、
県
は
流
水
型
ダ
ム
建

設
を
前
提
と
し
、
下
流
域
の
対
策

を
行
っ
て
お
り
、
本
村
の
振
興
策

を
重
要
視
し
た
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
村
長
は
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
か
。

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
で
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
、
遊
水
地

等
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
思

う
。

平
成
8
年
度
川
辺
川
ダ

ム
建
設
本
体
着
工
同
意
は
、
村
長

は
生
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の

か
。

全
然
違
う
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。流

水
型
ダ
ム
建
設
と
本
村

の
振
興
策
を
セ
ッ
ト
で
論
じ
る
も

の
で
な
い
と
思
う
が
、
村
長
の
考

え
は
。

国
の
流
水
型
ダ
ム
建
設
、

県
が
行
う
事
業
、
本
村
の
振
興
策

等
の
問
題
は
分
け
た
も
の
と
思
っ

て
い
る
。ダ

ム
問
題
で
翻
弄
さ
れ
続

け
、
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
。
国
、

県
は
村
民
に
寄
り
添
っ
た
心
配
り

が
必
要
と
思
う
が
。

県
は
本
村
に
多
く
足
を
運

ん
で
各
種
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

村
長
は
川
辺
川
ダ
ム
促

進
協
議
会
の
副
会
長
を
さ
れ
て
お

り
、
本
村
は
流
水
型
ダ
ム
に
同
意

し
て
は
い
な
い
。
本
村
に
マ
イ
ナ

ス
的
な
面
が
あ
る
の
で
は
。

こ
の
協
議
会
は
二
面
性
が

あ
り
、
ダ
ム
本
体
下
流
域
と
上
流

部
水
没
地
は
根
本
的
に
一
緒
に
行

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
、
副
会

長
を
し
て
い
る
。

村
長
が
副
会
長
で
あ
れ

ば
、
国
、
県
は
ダ
ム
建
設
を
本
村

は
容
認
し
て
い
る
と
受
け
止
め
る

向
き
が
あ
る
の
で
は
。

ダ
ム
問
題
は
、
議
会
、
執

行
部
、
村
民
が
一
体
と
成
っ
た
対

応
が
必
要
で
、
次
期
の
協
議
会
で

議
会
か
ら
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
る
。五

木
ダ
ム
は
計
画
ど
お
り

建
設
を
す
る
。
五
木
ダ
ム
以
上
に

住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る

対
策
、
効
果
が
ダ
ム
に
代
わ
る
策

が
あ
れ
ば
住
民
に
説
明
す
る
。
ま

た
、
宮
園
橋
の
橋
脚
の
根
入
れ
の

改
修
工
事
の
説
明
を
含
め
た
県
の

説
明
が
必
要
と
思
う
が
。

地
元
の
方
々
の
五
木
ダ
ム

建
設
を
求
め
る
考
え
は
強
く
、
県

に
も
五
木
ダ
ム
建
設
を
強
く
要
望

す
る
。

「
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ
く

り
計
画
」
の
各
種
事
業
の
予
算
は
、

紐
付
き
事
業
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
村
長
は
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
。

令
和
4
年
度
は
４
０
０
０

万
円
く
ら
い
の
予
算
で
、
ソ
フ
ト

事
業
費
で
の
対
応
、
今
回
県
が
本

村
の
振
興
の
方
向
性
で
は
４
本
の

柱
も
今
年
の
秋
頃
を
目
途
に
策
定

す
る
考
え
で
あ
り
、
財
源
も
国
と

県
で
作
っ
て
い
た
だ
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

藤本 新一 議員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

6/5蒲島県知事による五木村振興の方向性についての説明会
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山
口
県
阿
武
町
で
起
こ
っ

た
様
な
給
付
金
振
込
ミ
ス
、
ま
た

は
税
金
の
過
誤
徴
収
な
ど
は
過
去

に
発
生
し
た
事
は
な
い
か
。

給
付
金
の
振
込
ミ

ス
事
例
は
な
い
。
し
か
し
、
税
金

徴
収
に
お
け
る
ミ
ス
は
、
５
件
ほ

ど
あ
っ
た
。

過
誤
徴
収
の
後
の
処
理
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

課
税
関
係
で
分

か
っ
た
時
に
即
座
に
還
付
手
続
き

を
行
い
お
返
し
し
た
。

そ
の
時
の
住
民
の
反
応

は
。

平
成
か
ら
課
税
さ

れ
て
き
て
令
和
2
年
に
気
が
付
き

丁
寧
に
謝
り
お
返
し
し
た
。

事
務
の
ミ
ス
は
過
剰
労
働

な
ど
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
残

業
な
ど
労
務
管
理
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

各
課
に
時
間
外
退

庁
記
録
簿
を
備
え
課
長
が
確
認
、

押
印
当
直
室
に
届
け
る
。
そ
し
て

月
末
に
集
計
し
残
業
代
の
支
払
い

と
な
る
。時

間
外
労
働
で
か
な
り

オ
ー
バ
ー
し
た
人
の
把
握
や
メ
ン

タ
ル
面
の
フ
ォ
ロ
ー
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

仕
事
が
重
な
り
集

中
し
た
場
合
な
ど
は
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
仕
事
の
配
分
を
行
っ
て
い

る
。

仕
事
の
配
分
で
障
害
者
が

活
躍
で
き
る
た
め
に「
障
害
者
活
躍

促
進
計
画
」を
公
表
し
て
い
る
。そ

れ
は
、遵
守
さ
れ
て
い
る
か
。

達
成
出
来
て
な

い
。
障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は

今
、
1
人
も
い
な
い
状
況
だ
。

計
画
表
で
は
、
在
職
す
る

雇
用
障
害
者
が
前
年
度
を
下
回
ら

な
い
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。
と
あ

障
害
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

方
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
易
い
様
な

環
境
を
作
っ
て
行
き
た
い
。

る
が
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
行
っ

た
の
か
。障

害
者
を
拒
ん
だ
り
し
て

な
い
。
応
募
が
あ
れ
ば
面
接
を
行

い
採
用
し
て
い
く
。

不
本
意
な
離
職
者
を
極
力

生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
努
力
目
標

も
あ
る
が
努
力
さ
れ
た
の
か
。

不
服
と
か
は
聞
い

て
な
い
、
面
接
の
結
果
で
あ
る
。

正
職
員
で
な
く
て
も
会

計
年
度
職
員
に
障
害
者
の
方
を
採

用
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

村政
を
問う

徴収ミスは
総務課長　5件ほど確認している

早田 吉臣 議員

一般質問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

村
長

障害者活躍促進計画

役場庁舎内の様子
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金子恭之総務大臣へ
要望

　５月11日～ 13日に村議会は木下村長と、要望活動及び視察研修を行った。
　第１日目は、上京し、「川辺川ダム建設計画に伴う五木村振興に関する要望」と「電気通信施設等の
維持管理に関する要望」を金子恭之総務大臣をはじめ、地元選出国会議員、総務省、国土交通省へ要
望書を提出した。球磨川水系河川整備計画が策定される中、国と県でしっかり連携しながら早期に新
たな振興計画を提示して頂くよう、電気通信施設では維持管理に村の負担が大きいため、実情に応じ
た交付税措置の見直し、電線共架の負担軽減措置を講ずるよう強く要望した。通常国会中にも関わらず、
金子恭之総務大臣、松村祥史参議、馬場成志参議、本田顕子参議などご対応いただいた。
　第２日目は、福井県池田町へ移動し、足羽川（あすわかわ）ダム（流水型ダム）を視察し、池田町長、
池田町議会と意見交換を行った。足羽川ダムは、建設中であり、令和８年に完成予定である。完成す
ると流水型ダムでは日本一となる。池田町の取り組みや現状について尋ねた。
　第３日目は、大阪府吹田市の万博記念公園にある国立民族学博物館に、企画展「焼畑―佐々木高明
が見た五木村、そして世界」（R3.3.10 ～ 6.7開催）を視察した。この企画展は五木村と国立民族学博物
館の共催で開催されており、コロナ禍にも関わらず、約２万人の来場があっているとの事でした。
　議会では、今後も五木村振興などについて、国・県への要望を行いたいと考えております。

要望
＆
研修

国立民族学博物館視察福井県池田町との意見交換

金子総務大臣へ要望 足羽川ダム本体工事
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梅雨前に危険個
所等を議会で視

察

　６月10日に議会全議員で、梅雨前に村内の危険個所等を竹村総務課長と豊永建設課長に
同行いただき視察と令和２年７月豪雨災害の被災箇所の復旧状況も確認した。
　午前中は、下梶原方面に、梶原川の状況や県道五木湯前線、林道空舎線、下梶原ヘリポー
ト（下梶原分校跡地）、下梶原体育館を視察しました。そのあと、宮園方面へ向かい、五木
ダム予定地（上荒地）、八重地区、宮園地区の川辺川の堆砂状況などを確認しました。
　午後からは、五木源パーク付近の道路や元井谷川の復旧状況、県道宮原五木線、県道小
鶴原女木線と沿線の五木小川の状況、白滝公園の被災状況なども確認しました。
　議員からは、梅雨前や大雨前には、道路や側溝等の管理と住民へ早めの避難誘導などの
自分の命は自分で守る行動の呼びかけを執行部に要請しました。

下梶原地区林道空舎線（裾川地区）

五木ダム予定地（上荒地地区）

宮園橋から川辺川の状況（宮園地区）

下梶原地区ヘリポートの状況

宮園橋から川辺川の状況（宮園地区）

元井谷川の河川の状況（元井谷地区）
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わ
ら
せ
て
も
ら
え
る
の
で
、
新
鮮
な
気
持
ち
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
五
木
村
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

　

旅
行
が
趣
味
で
、
五
木
村
に
来
て
か
ら
も
阿

蘇
、
天
草
、
宮
崎
、
福
岡
と
い
ろ
い
ろ
な
場
所

を
回
っ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
九
州
を
制
覇

で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五
木
村

内
で
も
い
ろ
い
ろ
な
所
を
回
っ
て
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
村
や
議
会
に
対
し
て
の
要
望
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

　

人
口
減
少
、
移
住
促
進
、
ダ
ム
問
題
、
高
齢

化
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
全

部
を
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ

ゴ
ー
ル
を
設
定
し
て
解
決
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

１日 教職員辞令交付式（岡本議長）
５日 定例全員協議会（全議員）
  広報委員会（第１回）

  ８日 五木中学校入学式（各議員）
11日 東小学校入学式（各議員）
 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
13日 臨時全員協議会（全議員）
 広報委員会（第2回）
14日 定例郡議長会議（岡本議長）
18日 広報委員会（第3回）
20日 例月監査（田山監査委員）

２日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
９日 第４回議会臨時会（全議員）
  定例全員協議会（全議員）

11日 要望及び行政視察研修（各議員）～ 13日
14日 保小中高合同運動会（各議員）
19日 県臨時総会・議長研修会（岡本議長）

20日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
 臨時全員協議会（全議員）
23日 人吉下球磨消防組合議会特別委員会・臨時会（川邉議員）
25日 例月監査（田山監査委員）
 人吉下球磨消防組合議会議員視察研修（川邉議員）～27日
30日 人吉球磨広域行政組合議会臨時会（田山・西村議員）
 県正副議長研修会・要望（岡本議長・中村副議長）～ 31日

１日 議会運営委員会（各委員）
２日 定例全員協議会（全議員）
  川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
  定例全員協議会（全議員）

  ８日 第２回議会定例会（全議員）（開会）～９日（閉会）
10日 村内危険箇所視察（全議員）
20日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
 広報委員会（第1回）
23日 例月監査（田山監査委員）
 郡定例議長会議（岡本議長）

●
自
己
紹
介

　

昨
年
11
月
、
愛
知
県
よ
り
移
住
し
て
き
ま
し

た
大
橋
勇
太
（
27
歳
）
と
申
し
ま
す
。
前
職
の

関
係
で
愛
知
県
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
岐
阜

県
出
身
で
す
。

　

五
木
村
に
来
て
か
ら
時
間
が
あ
る
の
で
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
興
味
が
あ
る
こ
と
に
は
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

●
仕
事
（
勤
務
先
）
に
つ
い
て

　

五
木
村
複
業
協
同
組
合
に
て
働
い
て
い
ま

す
。
仕
事
の
内
容
と
し
て
は
、
五
木
村
複
業
協

同
組
合
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
に
派
遣
さ

れ
、
日
々
、
様
々
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
事

業
者
ご
と
に
特
色
が
あ
り
、
様
々
な
業
務
に
携

議会の動き（4月～6月）
4
月

5
月

6
月

村人
インタビュー

大
おおはし

橋　勇
ゆう た

太さん（穂楊枝）

　

　

大橋さんの作業風景
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次
回
の
定
例
会
は
９
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

田
山　

淳
士

　

副
委
員
長　

園
田　

良
治

　

委　
　

員　

中
村　

俊
也

　

委　
　

員　

川
邉　

正
美

　

今
年
の
梅
雨
入
り

は
平
年
よ
り
遅
く
、

昨
年
と
比
べ
て
１
カ

月
も
遅
い
梅
雨
入
り

と
な
っ
た
。
そ
し
て
梅
雨
明
け
も

平
年
よ
り
21
日
、
昨
年
よ
り
15
日

早
い
梅
雨
明
け
と
な
っ
た
。

6
月
に
梅
雨
が
明
け
る
の
は
、

１
９
５
１
年
の
統
計
開
始
以
降
初

め
て
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
も
地

球
温
暖
化
の
影
響
か
ら
く
る
異
常

気
象
な
の
だ
ろ
う
か
。

7
月
4
日
で
九
州
豪
雨
か
ら
、

２
年
が
過
ぎ
た
。
人
吉
球
磨
で
は
、

ま
だ
豪
雨
災
害
の
爪
痕
が
多
く

残
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
本
格
的

な
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来
る
。

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ

う
に
起
き
る
か
は
予
想
も
つ
か
な

い
。

　

残
り
５
カ
月
大
き
な
災
害
が
な

い
事
を
願
っ
て
い
る
。川

邉　

正
美

笑顔あふれる五木っ子笑顔あふれる五木っ子
vol.10

　

五
木
村
に
は
「
つ
ば
き
の
あ

い
さ
つ
」
が
あ
り
ま
す
。
つ
と

め
て
明
る
く
、
ば
っ
ち
り
大
き

な
声
で
、
気
持
ち
を
込
め
た
あ

い
さ
つ
を
み
ん
な
が
し
て
く
れ

て
、と
て
も
優
し
い
で
す
。ま
た
、

保
小
中
高
合
同
大
運
動
会
が
あ

り
ま
す
。
み
ん
な
が
協
力
し
て

毎
年
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

五
木
村
の
自
然
も
大
好
き
で

す
。
大
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
黄
色

に
染
ま
っ
て
い
る
時
が
特
に
好

き
で
す
。
紅
葉
が
有
名
で
、
観

光
の
人
も
た
く
さ
ん
や
っ
て
き

ま
す
。
川
辺
川
の
川
は
と
て
も

き
れ
い
で
、
特
産
物
の
く
ね
ぶ

は
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

私
は
そ
ん
な
五
木
村
が
大
好

き
で
す
。

　

私
は
五
木
村
が
大
好
き
で
す
。

特
に
好
き
な
と
こ
ろ
が
二
つ
あ

り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
山
と
木
で
す
。
山

の
色
で
春
夏
秋
冬
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
山
の
色
が
変

わ
る
と
私
の
気
持
ち
も
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
季
節
ご

と
に
い
ろ
ん
な
動
物
が
出
て
き

ま
す
。
私
は
自
然
が
豊
か
な
村

に
い
る
な
あ
と
感
じ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
地
域
の
人
々
で
す
。

い
つ
も
歩
い
て
い
る
と
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。
あ
い
さ

つ
を
し
て
も
ら
う
と
「
一
日
頑

張
ろ
う
！
」と
思
い
ま
す
。ま
た
、

自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
た
時

も
必
ず
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
も

ら
え
ま
す
。

　

五
木
村
は
と
て
も
き
れ
い
な

村
な
の
で
自
然
を
大
切
に
し
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
落
ち

て
い
る
ご
み
に
気
づ
い
た
ら
、

自
分
か
ら
ご
み
を
拾
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

五
木
東
小
学
校　

５
年

杉す
ぎ
も
と本

仁に

か香
さ
ん

五
木
東
小
学
校　

５
年

豊と
よ
な
が永

菜な

な

み
々
美
さ
ん

いいところがいっぱい五木村五木が大好き


